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１） ニューマン（Newman, 1972） 

Diffensible Space: 守りやすい空間  



階数 

犯罪件数 犯罪件数と建物高さ 





  

 (1) 領域性 (territoriality)  

 

・テリトリーの階層化(public---private)  

 境界の明示 





 

  

分節化、マーカーの明確化 



  

 

メンテナンス、空間に対する支配  



 ・住民の視線   ・高層化の問題 (EV、Open Space)  

(2) 自然監視 (natural surveillance)  





 

 
(3) 敷地周辺の環境とイメージ  

 ・利便性と環境  



下町？ 



高層居住？ 



２）ジェフレイ（Jeffrey, 1971）： 
 

ジェフレイ（Jeffrey, 1971）の著書「環境デザイン
を通した防犯」（Crime Prevention Through 

Environmental Design）を原点とする考え方は
CEPTED（セプテッド）と呼ばれ、欧米で広く知
られ実践されている。 

環境のメンテナンスや組織的・機械的な監視、
アクセスの制限、孤立を避けるコミュニケー
ションの重要性 



３）クラーク（Clarke, 1992）： 
状況的犯罪予防の考え方 
（Situational Crime Prevention） 

 

• 「日常行動理論」（場所の利用スケジュールを適
切にして犯罪者との接触を避ける） 

 

• 「合理的選択理論」（犯罪者は犯行で得られる利
益とコストとを天秤に掛けて判断する） 

 



環境の防犯設計理論に対する疑問  

• 自然監視・機械監視によるプライバシーの侵害
に対する批判  

• 自然監視の邪魔になるとして切られる公園や街
路の樹木⇒景観破壊 

• 犯罪転移の問題⇒ある建物や町が防犯的にな
れば、犯罪者は別のターゲットを探すだけで、総

量としての犯罪数は減らないという批判   

 



ハードとソフトの協働 

物理的な構築環境の設計 

＋ 

人的な活動 

↓ 

安全・安心な環境 



２． 日本における事例研究  

 
３． 集合住宅の安全計画 

 

  ・マンション管理の防犯マニュアル 

 

  ・超高層団地の安全計画 
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